































か持たないのに、世界言語の状況を次の地図に表示されているように、二つも三 過去時制形態を持つ言語が存在し、しかも分かりやすく一目瞭然で驚かされる︵その理由は問わな としても︶ 。当時私 場合もそ 成果に圧倒されてやや知的な興奮状態に陥り 語類型論という分野に強い関心を持つようになった。図一はそ なかから過去テンスについて 世界地図を引いたもので、一つしかない言語から四つ以上 る言語までいろいろある。
27
第二は、日本の方言研究の成果である。概略


















e is/is being kind.
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当時既に八〇歳以上で島から離れ こと ないインフォマントを見つけるのはなかなか難儀ことだった。今は八六歳以上 方々というこ になる。このことは裏を返せば、伝統方言 話者がだんだんなくなりつつあるということであり、その方言が消滅危機に面しているということになる。昔から方言を禁止したり、 言で言 恥ずかしく思ったりしたことはよく知られていることである。しかし、個々の方言もそ ぞれ立派 語彙や文法体系を持つ立派な一つの言語であり、無形文化財の一つである。
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